

































































































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
件勃発から半年以上が経









関係資料集成』第２巻（不二出版、 1988 年）、448 頁。）
	 　こうして「張作霖の死亡と帝国人民との間に何らかの関係ある」内容につ
いては、昭
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・






















『政経研究』第 44 巻第１号（日本大学法学会、2007 年）、水野明「満州におけ
る侵略と反侵略─張作霖と吉田茂を中心に」『愛知学院大学論叢』55（4）通
号 158（愛知学院大学、2008 年）、井星英「秦郁彦氏の『張作霖爆殺事件の再





































10）	 増田知子『天皇制と国家』（東大出版会、 1999 年）、115 ～ 134 頁。


















































23）	 大正 15 年 11 月、張作霖は北方軍閥連合軍とも言うべき北方安国軍を組織す












27）	 前掲『伯爵伊東巳代治』、479 ～ 481 頁。
28）	 前掲書、479 頁。



























〔中公新書、 1965 年〕、86 頁）。
37）	 この記述は、『関東軍』55 ～ 56 頁によったが、大江志乃夫は、このときの意
見具申は村岡軍司令官としている。
38）	 丁秋潔・宋平篇『蒋介石書簡』中（みすず書房、2000 年）、428 ～ 430 頁。
39）	 また同日に米英仏伊の４ヶ国大使を外務省に呼び、勧告内容についての説明
を行っている。














































































３軍約８万、楊宇霆指揮下の第一軍 12 ～ 13 万の計 25 万余り、併せて 30 万
余りの軍隊が健在であったとされる（前掲『河本供述書』、53 頁）。
　
※本稿は、平成 28 年度札幌大学研究助成（個人研究）による研究成果の一部である。
112　張作霖爆殺事件をめぐる諸動向（二）
